
日本古伝正法

第27回関東地区連盟総本部
博龍館千葉大会

■日 時/平成27年 5月 10日 (日 )
開 場 09:00～
開会式10:30～

■会 場/千葉県市原市 ゼットエー武道場
■後援/市原市教育委員会

※不動禅少林寺流拳法とは中国河南省嵩山「少林寺」に源を発し、
680有余年の伝統と歴史を持つ拳法修行団体です。
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第27回大会役員名簿

大会名誉会長

大会名誉副会長

大会 会 長

大会副会長

大会名誉顧問

大会 顧 問

不動禅少林寺流挙法相談役

実 行 委 員 長

実行副委員長

実 行 委 員

蹴 舗損 三須 和夫

三十三世宗家 少林 康龍

常任理事長 岩本 尚龍

総本部連盟会長 伊藤 博龍

伊藤 芳龍 伊藤 龍輝 花輪 龍華

寺内龍律 増田龍諷

衆議院議員 松野 博一
衆議院議員 奥野 総―郎
前衆議院議員 黒田 ゆう
千葉県議会議員 本間 進
千葉県議会議員 うすい正一
千葉県議会議員 大川 忠夫
千葉市議会議員 小,‖ としゆき
千葉市議会議員 中島 けんじ
千葉市議会議員 川村 博章
千葉市議会議員 こおこ保雄

博画認澗   伊藤 光夫 高木
花輪 陵― 伊藤

桜台歯科医院腸板  岩永 敦
麺 香稲途主 前島香希
田中電簿 I会専務  中込  昭
剣j曝獅    山岡鉄齋
剣舞愛好会会長  板倉 ―雄

博臨 相談役  大塚史郎
博翻験母会相談役 大塚 よし

鳴石 龍継

小幡 龍信 渡辺 龍浩 伊藤 龍麒

増田和之 」ヽ堀 隆治 大丼 沖枝

渡辺 幸男  大塚 繁一
鈴木 悦子  山本 佳邦
山本 典征  内海 久美
萩生みつ江 勝山玲子
伊藤美奈子 伊藤 清子

不動禅少林寺流拳法 有志会・父母会

一貝
進

前島伸夫

員
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丼

村
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大

田

市

安

花輪 龍政

内海 萌

梅沢秀禎

内海麻里奈

小富忠夫

三戸博史

大塚 龍静

勝山 瞬

野本 正雄

カロ藤 裕一

前島 貴彦

加藤 裕一

森本 亮

カロ藤めぐみ

松田かおり

宮寄 陽子

伊藤 美香
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第27回大会プログラム

09:30  競  技   予選 単演練。相対演練/有級の部・有段の部
10:30  開 会 式   師範入場 (詩吟/梅澤秀禎)

開会の辞/伊藤 芳龍
入 魂 式    大塚 恵美  (不動禅少林寺流拳法/詩吟 梅澤 秀禎)

本部演武

仁尺智紋   花輪 龍華 伊藤 博龍
女口意棒拳   伊藤 芳龍 伊藤 龍輝
智 紋 拳   伊藤 龍輝 増田 龍諷 大塚 恵美 増田 和之
括 龍 拳   基本四方切り型/伊藤 龍輝 増田 龍諷 増田 和之

大塚 龍静 森本 亮
据 物 切   伊藤 龍輝 増田 龍諷 大塚 恵美

来賓祝辞   三須 和夫
宗家挨拶   少林 康龍
大会会長婦   伊藤 博龍
願文奉読   人生五観/宮寄 現介
選手宣誓   宮寄 現介
不動練心週本型 拳士全員
特別招待剣舞

本  部   模範演武
特別招待剣舞

師鋼難膵武  如意棒拳/伊藤 龍輝 森本 亮  大塚 恵美 花輪 龍政
松田 成悟

括 龍 拳/増田 龍諷 増田 和之 大塚 恵美 伊藤 龍輝
森本 亮 内海 萌  内海 麻里奈

据物切。投げ切り/伊藤 龍輝 増田 龍諷 大塚 恵美
森本 亮 増田 和之 内海 萌 内海 麻里奈

12:00  昼 休 み
(13:15 集合写真撮影)

13:30  午後の部
競技決勝   単 演 練/有級の部・有段の部  単演練/不動拳 1

相対演練/有級の部 。有段の部      砂年部全員)

組み手試合/小学生の部 。中学生の部

特別招待剣舞

15:30 閉 会 式  表 彰 式
閉会の言葉/伊藤 博龍 閉会の辞/伊藤 芳龍

16:30  全員退場
16:50  全員退館



祝 辞

大会名誉会長

千葉市議会議員

三 須 和 夫

本日ここに不動禅少林寺流拳法第27回関東地区連盟総本部

博龍館千葉大会が盛大に開催されますことを、心よりお慶び

申し上げます。

不動禅少林寺流拳法の歴史は古く、その教えは脈々と受け

継がれ、日本最古の武道と言っても過言ではありません。

その不動禅少林寺流拳法をより多くの若者に修得させるべ

く普及活動に努めている伊藤博龍先生の人柄及び崇高な精神

に私は敬意を抱いております。

道場で極寒の冬、酷暑の夏にも負けず鍛錬に励む若い拳士

達の真摯な姿を見るたびに、私は感動を覚えます。そして、

そこから生まれる礼儀の正しさ、いたわり助け合う心は今の

世の中に欠かすことのできないものと思います。

このように、若者の健全育成に全力を注いでいる博龍先生

のもとから将来を担う若者達が育っているのかと思うと、と

ても明るい気持ちになります。

本日参加されますその若い拳士達が、日頃の鍛錬の成果を

充分に発揮し悔いのない一日になることを願っております。

終わりに、本大会の運営にご尽力いただきました関係各位

に心より感謝を申し上げますと共に、不動禅少林寺流拳法の

益々のご発展をご祈念申し上げ、お祝いの言葉とさせていた

だきます。



辞

衆議院議員

松 野 博 一

本日ここに不動禅少林寺流拳法第 27回関東地区連盟総本

部博龍館千葉大会が盛大に開催きれますことを、心よりお祝

い申し上げます。

少子高齢化が叫ばれる今こそ、将来の日本を支えるために

括力ある苦い力を増やさなくてはなりません。そのための政

策を打ち出し遂行するのが私たち政治家の仕事です。

そして、その若い力をより健全な姿に作り上げるのが不動

禅少林寺流拳法をはじめとする伝統ある武道ではないかと考

えてい表す。何故かというと、これらは全て「道」でスポー

ツとは違う意味合いを持っていて、相手に勝つということだ

けではなく礼に始まり礼で終わるということです。

これには、相手を敬い、讃え、感謝するという心が込めら

れているのです。

本日参加される選手の皆様におかれましては、日頃の鍛錬

の成果を充分に発拝し「道」の精神を貫き通すことをご期待

申し上げます。

結びに、本大会にあたりご尽力されました伊藤博龍先生を

はじめ、関係各位に深く敬意を表しますとともに、不動禅少

林寺流拳法の益々の発展をご祈念申し上げ、お祝いの言葉と

いたします。

祝



祝 辞

衆議院議員

奥 野 総一郎

日本古伝正法不動禅少林寺流拳法第 27回関東千葉選手権

大会のご盛会をお祝い申し上げます。

「日々これ修行なり」。伊藤博龍先生のもと、日々修練に努

められてきた拳士の皆様にとって、本日はその成果を存分に

発揮されるまたとない機会となることと思います。

また、体の修練のみならず、心の修練ともいえる禅学の学

びの成果もうかがい知ることができるものと期待申し上げま

す。

昨今、社会では、とくに子どもたちにかかわり、世間を震

撼させる様々な問題が続発しています。不動禅少林寺流拳法

の紋章は「卍に丸、四剣八辮」と承知しております。

「卍は、父母より授かりし智慧を磨き、慈悲の心を知りて、

徳生を育て、円満の心を養う」そして、「剣は、降魔利剣。人

を切るに非ず、自を害し他を害し自他を害なう思いになり、

苦しみ悩み味わなければならぬ元となる三毒即ち、貪欲、瞑恙、

愚痴を切り棄てよとの教え」さらに「丸は円満を表し、その

ためには八正道を踏まなければならない」。

こうした教えと、心身の鍛錬こそが、今一番求められてい

るのではないでしょうか。

本日の大会は、こうした不動禅少林寺流拳法の素晴らしさ

をより多くの方に知っていただく良い機会になると期待して

おります。

結びに不動禅少林寺流拳法連盟総本部の益々のご発展と、

皆様のご健勝を祈念申し上げ、お祝いの言葉とさせていただ
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祝 辞

前衆議院議員

黒 田 ゆ う

日本古伝正法 不動禅少林寺流拳法 第 27回 関東千葉

選手権大会のご盛会を心よりお祝い申し上げます。

皆さんは日々の厳しい稽古・鍛錬を通じ「少林寺流拳法の

技を磨く」と共に「精神修行」に取り組んでいることと存じ

ます。

私共も、伊藤博龍先生から拳法は身を養い、心を育て、悟

りの心の修行であるとご指導頂いています。

拳法の習得過程を通して礼儀や精神面の高揚を図り「礼

節」を大切にすること。まさしく人間の心身の鍛練そのもの

です。相手への思いやりや尊重といった「真心」は今の社会

を改善していく上で必要不可欠なものであると思います。今

後とも稽古を通じながら人格の完成を目指すというそれぞれ

の「道」を極めて下さい。

結びに、第27回千葉大会の開催にご尽力下さいました関

係の皆様に敬意を表しますとともに、不動禅少林寺流拳法の

益々のご発展と、本大会が実り多きものとなりますよう祈念

申し上げお祝いの言葉とさせていただきます。
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辞

千葉県議会議員

ほんま  進

日本古伝正法不動禅少林寺流拳法第 27回関東地区連盟総
本部博龍館千葉大会が開催されますことを心よりお祝い申し

上げます。

伝統と歴史ある不動禅少林寺流拳法が今年で27回を迎え

られたのも伊藤博龍先生をはじめ、関係者の皆様のご尽力、

ご協力があっての事と深く敬意を表する次第でございます。

昨今取り沙汰される、未成年の凶悪な犯罪の数々に心を痛

める日々でありますが、それは日本人が昔は持っていたであ

ろう「道徳心」「倫理」といった、いわゆる日本人らしい精

神というものを忘れかけていることと関係がないとは思えま

せん。

そのような中「身を養い、心を育て、悟りの心」を身につ

ける不動禅少林寺流拳法の修業は、青少年の心の歪みを食い

止める為の一つの道標になり得るはずです。

強い精神力と体、人を思いやる優しい心、そのような子ど

も達が一人でも増えるということが、ひいては日本の明るい

未来につながるのです。

私も政治の世界に身を置く者の一人として、現代の子ども

達を取り巻く環境を改善し、子育てをしやすい社会を作るべ

く、よリー層精進する所存です。

この大会にご出場の拳士の皆様には、日頃の修練の賜物を

遺憾なく発揮し、今後ますます心身ともに成長され、素晴ら

しい青年になっていかれることを期待して止みません。

最後になりましたが、不動禅少林寺流拳法のますますのご

発展と、この大会に携わる皆様方のご活躍とご健勝をお祈り

申し上げ、お祝いの言葉とさせて頂きます。
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辞祝

千葉県議会議員

うすい 正一

本日ここに第27回博龍館千葉大会が、伊藤博龍先生はじ

め多くのご関係皆様のご尽力のもと、盛大に開催されますこ

とを心からお慶び申し上げます。

この大会が年々盛況に開催されておりますことは、一門拳

士皆様方の絶えぎるご精進の賜物と深く敬意を表する次第で

ございます。

ここ最近、青少年を取り巻く環境が劇的に変化しています。

昔では考えられなかったインターネットを使ったイジメや、

陰湿ないやがらせ等、社会全体で考えていかなければいけな

い時代に来ています。

こうした時代こそ、礼を重んじ、他者にも敬意を表する武

道が必要だと感じます。

不動禅少林寺流拳法は、約700年前に中国に渡った大智禅

師が、河南省嵩山少林寺で十数年に及ぶ厳しい修行を積まれ、

帰国後に、肥後の国において禅と共にこの武術を広められた

ことが始まりと伺っております。中国の技術と日本古来の武

士道や禅などの精神性が融合された不動禅少林寺流拳法こそ、

その重責を担うに足る存在だと確信してやみません。

今大会を通じ、不動禅少林寺流拳法が更に大きく飛躍して

いくことと、関係各位の益々のご健勝とご多幸を心から祈念

し、祝辞とさせて頂きます。
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祝 辞

千葉県議会議員

大 川 忠 夫

不動禅少林寺流拳法第 27回関東地区連盟総本部博龍館千葉大会が

多くの拳士が参加され開催されます事をお慶び申し上げます。

我が国は超高齢化社会と少子化、人口減少社会といった深刻な課題

を抱えるとともに、社会のグローバル化に伴い、犯罪は国境を超えた

世界化し、さらに残虐化しております。

昨今の過激派テロ組織による邦人殺害事件や未成年による残虐な少

年事件など、尊い人命を重んじることは、人として当たり前な行為で

あるにもかかわらず、凶悪化した非道卑劣な行為には、強い怒りを覚

えます。今後の犯罪予防の観点から法制度のあり方について検討を課

題視されていますが、このようなさまざまな事態に対し、抑止効果で

なく本質的に改善し、改めて礼節の必要が大切であると考えます。本

来、人は育つ可能性を有し、人は生まれながらに、どのようにも「成

長」してゆける可能性を秘めています。 不動禅少林寺流拳法は、そ
の可能性を信じて自分を高め続けられる人、周囲の人々と協力して物

心両面にわたって豊かな社会を築くために行動できる人を育てていた

だいております事に心より敬意を表します。人づくり、すべては人に

あります。制度や社会体制よりも、一人一人の人の考え・行いが大き

な影響力を持ち、一人一人の考え・行いが社会を変えます。今こそ、

自己の可能性を信じる生き方ができる人、主体性を持った生き方がで

きる人、他人の幸せを考えて行動できる人、正義感と勇気と慈悲心を

もって行動できる人、連帯し協力し合う生き方ができる人の重要性が

まさに、「自助・共助」の基本と考えます。

不動禅少林寺流拳法は、修行を通じて、健康な肉体と不屈の勇気と

円満な人格を得、個人が幸福な人生を送れるように、そして同時に平

和で豊かな社会を実現するために積極的に行動していける勇気と情熱、

しっかりとした考えと正義感あふれた真の自分の身体と心を養い、他

人とともに援け合い、幸せに生きることを説く教えと、自身の成長を

実感し、同志とともに「上達」を学ぶ、拳法であります。礼節を尊び、

日 心々身を練磨され、修養されております皆様が、本大会での輝かし

い成績と結果を収められ、「人」として「成長」と「上達」されます

事を期待いたします。

結びに、伊藤博龍師範をはじめ大会役員のご尽力に、感謝申し上げ

ますとともに、拳士の皆様のご活躍と不動尊少林寺拳法発展の為、益々

修練されますよう心より祈念いたします。
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